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 常盤台一・二丁目町会マンスリー 
2５年 9月号No.69 

 ※ホームページ開設しました!！URL: https://tokiwadai12.com 

 Facebook検索: 常盤台一二丁目町会  TEL/FAX: 03-3969-8121 

      

 

秋季祭礼のご案内 

9月 20日(土)・21(日)の両日 

お祭りが開催されます。 

山車は 20 日 14 時、21 日 10

時に町会事務所前出発、神輿は、

21 日 12 時 30 分に町会事務

所前に集合、町内巡行します。 

※詳細は祭りちらし、町会ニュー

ス、HPをご参照ください。      
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あずきのはなし(26) 9月(長月)の上生菓子

 「菊
きく

綿
わた

」は、「菊のきせ綿」ともいい、八日のうちに菊の花の上に真綿をかぶせておき、

翌九日の朝、菊の露でぬれたその綿で肌をなでれれば、若さを保つことができるとい

われ、平安時代の女官たちの間でもさかんに行われていました。 重陽
ちょうよう

の供物の筆頭

にあげられるものが、菊花
き く

酒
ざけ

です。 

 重陽の節句は、五節句の一つで、旧暦の 9 月 9 日を指します。 この日は、陽（奇数）

の数が重なることから「重陽」と呼ばれ、特に最大の陽数
ようすう

である「9」が重なるため、縁

起が良いとされてきました。しかし、陽の気が強すぎると不吉とも考えられたため、邪

気を払う行事が行われるようになりました。 (解説 菓子処 泉屋) 

 

(上右) 菊の香 菊の花入ういろう製 白餡   (上左) 秋の夜長 鹿子製 

(下右) 桔梗 煉切製 こし餡   (下中央) 秋の気配(赤トンボ) きんとん製粒あん 

(下左) 着せ綿 煉切製 こし餡 

「お盆を過ぎても各地で猛烈な暑さが続いていますが、今年も残暑が厳しく、秋も暑く

なる見込み」(NHK、気象庁)。せめて、色と味覚で長月を味わいたいものです。 

皆美味しそうですが、特に、紫滴る桔梗、上質白あんの菊の香、着せ綿が旨そうです

ね。好みと気分に合わせて     (KN) 


